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お話の主旨お話の主旨

ラーニング・コモンズは「学びの場」である

図書館職員も「学習理論」を学ぼう

図書館職員は学習支援組織の一員である

大学は図書館を上手に活用しましょう
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大阪大学のラーニング・コモンズ（特徴）大阪大学のラーニング・コモンズ（特徴）

きっかけは耐震改修計画

-当時のキーワードは「学習図書館環境の整備」

授業や講座が行われている

-教員の授業（単位あり）

-教員と図書館職員の協働講座（単位なし）

-ラーニング・コモンズで授業を実施するための要項を制定

ＴＡ（Teaching Assistant）の活動が行われている

-毎年度予算要求を行い予算確保、各研究科長にＴＡ推薦依頼

-日本人だけでなく留学生も活動中
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本学のラーニング・コモンズ（キャッチコピ ）本学のラーニング・コモンズ（キャッチコピー）

T hi からL iTeachingからLearningへ
-２１世紀の大学教育は、

T h から L 大きく変化Teaching から Learning へ大きく変化

R di からL iReadingからLearningへ
-教育・研究を支えることを最大の役割とする図書館では、従来

の講義中心の授業法とは異なる 自主的な課題解決型学習をの講義中心の授業法とは異なる、自主的な課題解決型学習を
支援するため、「ラーニング・コモンズ」を開設

『阪大Now』(no.112 p.4-7,  2009)
http://www.osaka-u.ac.jp/ja/news/publicrelation/now/files/now112.pdf
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本学のラーニング・コモンズ（概要）本学のラーニング・コモンズ（概要）

総合図書館

理工学図書館理工学図書館
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ラーニング・コモンズで行われていることラーニング・コモンズで行われていること

授業 大学教育実践センター所属の准教授が実施
研究テーマ（阪大研究者総覧による）

数理工学/非線形物理学/コンピュータシミュレーション/言語データベース/多言語処理/コンピュータ・リテラシー

① シ テム開発 とはじめ（共通教育基礎セミナ ）① システム開発ことはじめ（共通教育基礎セミナー）

期間：後期（毎週金曜日） 募集人員：５名程度

② 図書館パスファインダーを作ってみよう（共通教育基礎セミナー）② 図書館パスファインダ を作ってみよう（共通教育基礎セミナ ）

期間：後期（毎週木曜日） 募集人員：５名程度
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②の成果は大学教育実践センター
Webサイトに掲載されています

http://bit.ly/i1k2N0



ラーニング・コモンズで行われていることラーニング・コモンズで行われていること

講座
① レポートの書き方講座（全３回 各回90分 学部1年次対象）

期間：2010年6月毎週1回 募集人員：毎回20名程度

講師 大学教育実践センタ 准教授講師：大学教育実践センター 准教授

② 論文の書き方＆文献の読み方 プチ・ゼミナール（全4回 各回90分）

期間：2010年12月-2011年1月毎週1回 募集人員：10名程度期間：2010年12月 2011年1月毎週1回 募集人員：10名程度

講師：大学教育実践センター 准教授、附属図書館職員
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ラーニング・コモンズで行われていることラーニング・コモンズで行われていること

講座
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ラーニング・コモンズで行われていることラーニング・コモンズで行われていること

ＴＡの活動時間

詳しくは：
TAのページ
http://www.library.osaka-u.ac.jp/ta/ta.htm
年次報告等のページ
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http://www.library.osaka-u.ac.jp/nenzi/nenpoidx.htm



ラーニング・コモンズで行われていることラーニング・コモンズで行われていること

ＴＡによる講習会

総合図書館のＴＡは
オレンジ色のエプロ
ンが目印
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ラーニング・コモンズで行われていることラーニング・コモンズで行われていること

ＴＡによる講習会
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ちなみに・・・

TAの活動についてTAの活動について

ＴＡによるおすすめ本リスト
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ちなみに・・・

TAの活動についてTAの活動について

テーマ別推薦リスト
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ちなみに・・・

TAの活動についてTAの活動について

今年度から始めた講習会

-図書館ツアー

オンデマンド方式による実施

留学生のＴＡの協力により外国語による実施

-図書館以外のトピックを扱う講習会

（理工学図書館の例：工学系の博士の歩き方、海外インターンシップ、etc）
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ちなみに・・・

TAの活動についてTAの活動について

今年度から始めた講習会
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ラーニング・コモンズで何が変わったかラーニング・コモンズで何が変わったか

入館者数の増加
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ラーニング・コモンズの背景にあるものラーニング・コモンズの背景にあるもの

居心地の良ければ入館者は増加する、しかし・・・

-話せるから、PCがあるから、カフェがあるから、・・・

-学生の居場所作り、確かに必要だが、図書館が？

ラーニング・コモンズとは何か

-「大学の使命・教育目標や学習成果を規定するアカデミックユ

ニットの目標と合致した情報サービスや教育活動が実施され
ているか」が、ラーニング・コモンズたらしめるポイント

山内祐平編著『学びの空間が大学を変える』（ 105 ボックス 2010）山内祐平編著『学びの空間が大学を変える』（ｐ.105 ボックス、2010）

-図書館外にラーニング・コモンズを設置することも「アリ」

大学図書館の危機感-大学図書館の危機感

ネット上の情報源の増加、学術情報流通の中で図書館が「中抜き」

学内での存在感が希薄に
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ラーニング・コモンズの背景にあるものラーニング・コモンズの背景にあるもの

大学における学習のあり方を可視化する図書館

-「情報化に対応した図書館」では不十分

背景にあるもの それは学習理論背景にあるもの、それは学習理論

-TeachingからLearningへ 学習観のパラダイムシフト

「構成主義」 「社会的構成主義」など-「構成主義」 「社会的構成主義」など
ピアジェ（発達心理学・スイス）が人間の認識は主体・客体間の相互作用によるものと1970年に指摘

レフ・ヴィゴツキー（心理学・ソビエト）が学習の社会性を1962年に指摘

学習を、頭の中への知識の集積ではなく、さまざまな場所に分散している知的リソースや周囲のアーティ
ファクトを活用しながら、他者とのコミュニケーションを通じてコミュニティに参加し、そこで意味のある知識
を構築するものとして捉える 山内祐平編『デジタル教材の教育学』（p.54 東京大学出版会2010）

図書館の空間に「学びの仕組み」（状況）を埋め込む

-学びの設計図のないオープン・スペースはただの「広場」

-仕組み作りは、図書館職員だけでは不可能
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誰とコラボレーションするのか誰とコラボレーションするのか

教員

-「図書館は教育のよきパートナー」として感じてもらうには

ＴＡは有力なサポーター

-長期的な学習支援のための人材養成（PreFD）

図書館職員の役割は何か図書館職員の役割は何か

-ラーニング・コモンズの活用を教員に働きかける

-教員の力を借りて学びの仕組みを図書館に埋め込む教員の力を借りて学びの仕組みを図書館に埋め込む

-ＴＡと「チーム」を組む

-図書館職員は学習支援コミュニティの一員であると認識してもらいま図書館職員は学習支援 ミ ティの 員であると認識してもらいま
しょう
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コラボが可能な関係作りのためにコラボが可能な関係作りのために

大阪大学理工学図書館の試み

①サイエンス・カフェの誘致（学生団体とのコラボ）2009

②English Café in Suitaの誘致

（工学部/工学研究科高度人材育成センター・留学生相談部とのコラボ）2010

③授業の誘致 （「大学院科目 工学英語ＩＩ」とのコラボ）2011

21 図書館玄関前にコタツを並べてEnglish Cafe



コラボが可能な関係作りのためにコラボが可能な関係作りのために

大阪大学理工学図書館の試み

「大学院科目 工学英語ＩＩ」の誘致

ギャラリーでポスター発表のロールプレー グループ学習室で国際学会の受付とプレゼンの
ロールプレー
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「大学院科目 工学英語ＩＩ」の誘致



コラボが可能な関係作りのためにコラボが可能な関係作りのために

図書館機能の開発

- ReadingからLearningへ、情報提供機能、保存だけに止まらない
サービス

「学習 関する 解を める-「学習」に関する理解を深める

大学も試されている

-TeachingからLearningへ、学内の教育資源である図書館と図書館
有効職員をいかに有効活用できるか
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ご清聴ありがとうございました
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